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 2010 年 1 月 5 日 

 

財団法人安藤スポーツ･食文化振興財団 

 

 

「安藤百福記念 自然体験活動指導者養成センター」 

 

安藤スポーツ･食文化振興財団（理事長：安藤宏基 日清食品ホールディングス㈱ 

代表取締役社長･ＣＥＯ）は、１９８３年設立以来、財団創設者安藤百福の「自然

とのふれあいが子どもたちの創造力やチャレンジ精神を豊かにする」との考えから、 

自然体験活動の支援に取り組み、子どもたちの「自活力」を育んできました。 

このたび「安藤百福記念 自然体験活動指導者養成センター」（以下、本センター） 

を設立し、指導者養成を図るとともに、広く自然体験活動の振興を行うことなりま 

した。 

 

１．設立経緯 

２００８年度より総務省、文部科学省、農林水産省の３省が連携し、「子ども農

山漁村交流プロジェクト」がスタートしました。このプロジェクトは、農山漁村で

の長期宿泊体験活動を実施し、力強い子どもの成長を支える教育活動として、３年

後には全国２万３千校の小学校（１学年１２０万人）での展開を目指しています。 

プロジェクト推進のためには、自然体験活動を支援する指導者１０万人の養成が

必要であると言われている中で、本センターでは、「指導者を養成する上級指導者」

を育成し、このプロジェクトを応援いたします。 

 

２．事業目的 

（１）養成・研修講義や実技演習とともに、宿泊可能なわが国初の自然体験活動指

導者養成専門施設として、自然体験活動の“上級指導者”の登龍門を目指し

ます。 

（２）自然体験活動の「指導者を養成する上級指導者」の講義と実習のほか、指導

者養成カリキュラムの研究開発などを行い、わが国における自然体験活動の

振興と活性化を図ります。 

 

３．センター概要 

（１）名 称  「安藤百福記念 自然体験活動指導者養成センター」 

    《略 称》  安藤百福センター 

  《英語表記》Ｔhe Ｍomofuku Ａndo Ｃenter of Ｏutdoor Ｔraining 
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《英語略称》Ｍomofuku Ａndo Ｃenter 

（２）所在地  長野県小諸市大久保（浅間連峰を正面に望む標高７００ｍの高台） 

（３）広 さ  ・敷地面積     約３７,２００㎡（約１１,２５０坪） 

        ・建物延床面積   約  ２,０００㎡（約６０５坪） 

（４）構 造  鉄骨造、鉄筋コンクリート造 地上２階、地下１階   

（５）竣 工  ２０１０年（平成２２年）５月予定 

（６）設計者  隈 研吾（東京大学大学院 教授） 

（７）設 備  宿泊室（５０名）、セミナーホール（最大２００名） 

会議室（２室・各２０名）、食堂、厨房 他   

  

４．事業内容  《自然体験活動等に係わる研修・講習等の事業》 

（１）自然体験活動における上級指導者養成事業 

（２）大学、大学院、専門学校等の自然・野外・環境・観光・農業等に係わる講義・

演習等（単位の取得等も含む） 

（３）自然体験活動及びアウトドア全般に係わる専門家等の養成・講習事業 

（４）安藤財団及び本センターが行う事業 

（５）その他、本センターの設立目的に則す事業 

 

安藤百福センターで展開する事業（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
指導者養成事業 

 
（１）自然体験活動 
   指導者の養成 
   （上級指導者の資格

取得、中･初級資

格の取得） 

 
（２）専門性を担保し

たプロ指導者の
養成 

 
（３）大学･大学院･専

門学校等の単位
の履修 
（単位の共通化） 

 
（４）外国人留学生の

研修 

 
研修事業 

 
（１） 企業研修 
（２） 学校教員研修 
（３） 公務員等研修 
（４） その他 

 
専門分野の公開授業 

 
（１） 市民公開講座 
（２） その他の事業 

 
自然学校の運営 
（１） 地域での青少年に対する

自然体験活動の開催 
（２） 研修生の実習 
（３） イベント等の開催 
（４） その他の事業 

研究部門 

自主研究 
受託研究 

（国、地方自治
体、企業等） 

環 境 

観 光 

教 育 

野 外 

農 学 

食 農 

健 康 

その他 
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５．利用料金  あらためてご案内いたします。 

 

６．利用申込  あらためてご案内いたします。 

 

７．交通アクセス       

・小諸駅より、タクシーで１０分（１,８００円程度） 

・上信越道小諸 I.C より、車で１０分  

 

 
 

８．財団法人安藤スポーツ･食文化振興財団について 

安藤財団は、日清食品創業者である安藤百福が、「食とスポーツは健康を支え

る両輪である」という理念のもと、子どもたちの健全な心身の育成を願って、

私財を提供して、１９８３年に設立された財団法人です。 

設立以来、自然体験活動の支援の他に、「全国小学生陸上競技交流大会」や「全

国小学生クロスカントリーリレー研修大会」等の陸上競技活動の支援、新しい

食品の創造・開発を奨める「食創会」の運営を中心とした食文化活動、そして
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発明・発見の大切さを伝える体験型食育施設「インスタントラーメン発明記念

館」（大阪府池田市）の運営という４つの事業を柱とした公益事業に取り組んで

おります。 

 

９．お問い合わせ先 

  〒563-0041 大阪府池田市満寿美町８－２５ 

  財団法人安藤スポーツ･食文化振興財団 事務局  荒金 善一（ｱﾗｶﾞﾈ ﾖｼｶｽﾞ） 

    TEL（072）752-4335、FAX（072）752-1288 

  URL http://www.ando-zaidan.jp 

 

「安藤百福記念 自然体験活動指導者養成センター」 

 

完成イメージ            ⓒ隈研吾建築都市設計事務所 

 

                   

 

 

エントランスホール 

セミナーホール 


